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よ
り、
発
生
元
に
近
い『
上
流』
の

山

「
24
年
4
月
に
て
い
る
こ
と
も
あ
り、
い
ち
早
く

11

よ「
期(
23
年
6
月
期）
も
残

情
報
が
入
手
し
や
す
く
な
っ
た。

皿

は
L
I
B
リ
サ
イ
事
業
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
い」

11

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

、
゜

ク
ル
の
新
工
場
を

—
ー
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

引
き
合
い
が
警
実
に
増
え
て
き

皿

茨
城
県
ひ
た
ち
な

ど
う
み
て
い
る
か。

た」

皿

「
通
期
で
幕
廂
益
29

応を

〗
主
5
5
戸
一
8

曰
佐
野

富
和
社
長

皿

計
画
し
て
い
た
が、
22
億
円
へ
下

ー
—
日
東
化
工
を
子
会
社
化
す

皿

叫

方
修
正
を
余
義
な
く
さ
れ
た。
海

、

か
市
で
稼
働
予
定。
廃
L
I
B
の

二
進一
退
は
あ
る
も
の
の、

加
工
処
理
能
力
を
現
行
比
3
倍
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
ベ
ー
ス
が

る。

皿

外
の
景
気
減
速
懸
念
に
よ
る
金
属

皿

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
出
が
減
少。
そ

ー『
j

ー
」

＿

引
き
上
げ
る。
さ
ら
に
L
I
B
由
数
年
前
と
比
較
し
て
高
値
で
推
移

「
15
年
に
廃
ゴ
ム・
タ
イ
ヤ
リ

叩

サ
イ
ク
ル
の
東
洋
ゴ
ム
チ
ッ
プ
を

口

帽

れ
以
外
の
取
り
扱
い
量
も
落
ち
込

．

．’[

来
の
プ
ラ
ッ
ク
マ
ス
(
B
M
II
レ
し
て
い
る
の
を
見
る
と、
世
界
で

子
会
社
化
し
た
こ
と
で、
ゴ
ム
製

皿

訓

ん
だ
こ
と
が
主
な
要
因
だ。
し
か

こ
（

ア
メ
タ
ル
の
濃
縮
滓）
か
ら
リ
チ
必
要
と
さ
れ
て
い
る、
す
な
わ
ち

・
・
「

ウ
ム、
コ
バ
ル
ト、
ニ
ッ
ケ
ル
を
余
ら
な
い
と
い
う
市
場
か
ら
の
メ

品
の
リ
サ
イ
ク
ル、
再
製
品
製
造

皿

口

し、
連
結
子
会
社
で
リ
チ
ウ
ム
イ

回
収
す
る
湿
式
製
錬

塁
を
25
年
ッ
セ

ジ
に
も
受
け
取
れ
る。
今

に
も
事
業
領
域
を
拡
げ、
加
工
ノ

ロ

皿

オ
ン
電
池
(
L
I
B)
リ
サ
イ
ク

ーー
ぷ
]
[1
(
」．i
.

I

に
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画
だ」

後
は
高
炉、
電
炉
間
で
原
料
の
確

ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た。
日
東
化

叫

旧

ル
の
V
o
L
T
A
が
計
画
を
大
幅

ー
ー
あ
と
数
年
に
迫
っ
て
い
保
合
戦
に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な

工
は
工
業
用
ゴ
ム
の
コ
ン
パ
ウ
ン

皿

間

に
上
回
る
利
益
を
計
上
し
て
い

る。

い。
一
方、
中
華
系
の
ヤ
ー
ド
業

ド
や
成
形
加
工
を
手
掛
け
る
な

叩

訓

る。
―
つ
で
も
光
る
も
の
が
あ
っ

「
25
年
の
事
業
化
に
向
け‘
-――
者
に
よ
る
事
業
参
入
も
顕
著
に
な

ど、
よ
り
高
い
加
工
技
術
の
あ
る

町

111

て
良
か
っ
た」

会
社。
同
社
の
子
会
社
化
で
我
々

皿

国

ー
ェ
ネ
ル
ギ
l

鳥
の
高
騰

菱
マ
テ
リ
ア
ル
と
共
同
で
湿
式
製
っ
て
き
た。
前
述
し
た
と
お
り、

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
安

が
事
業
戦
略
と
し
て
重
視
す
る

口

叫

が
ネ
ッ
ク
で
す。
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池』
『
滋
石』
リ
サ
イ
ク
ル

圃
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「
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の
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は、
集
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プ
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以
外
に、
『
タ
イ
ヤ』
も
タ
イ
ヤ
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を
ど
う
す
る
か
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to
タ
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資
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循
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の
投
入
の
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動
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ど
省
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化、
生
産
効
率
化

□

盤
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る」

「
従
来、
廃
タ
イ
ヤ
は
製
紙
会

皿

ー
ー
中
計
を
前
倒
し
達
成
し

皿

た。
新
計
画
達
成
に
向
け
た
青

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
(
S
M

る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
多
か

二

鳳

写
真
は。

り
に
着
手
し
て
い
る」

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
錬
技
術
の
開
発
を
ま
さ
に
今
進
め
T
P
)

と
協
業
し
て、
設
備・
プ

っ
た
が、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

皿

「
欧
州
の
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ス
ポ
開
発
に
も
着
手
し
た。
2
0
2
7

て
い
る。
最
終
的
に
回
収
し
た
レ
ラ
ン
ト
の
解
体・
処
分
の
元
請
事

ル(
M
R)
へ
の
需
要
が
タ
イ
ヤ、

訓

ロ

「
国
内
に
お
い
て
原
料
発
生
が

ー
ト
の
よ
う
に、
日
本
で
も
経
産
年
6
月
期
に
売
上
高
7
5

0

億
ア
メ
タ
ル
を
L
I
B
メ
ー
カ
ー
に
業
に
参
入
し
た。
不
要
と
な
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
高

皿

川

大
き
く
伸
び
に
く
い
中、
今
後
ど

ま
っ
て
き
た。
日
東
化
工
が
有
す

皿

口

う
原
料
を
確
保
す
る
か
が
問
わ
れ

省
が
同
様
の
仕
組
み
の
導
入
を
検
円、

経
屑
益
50
億
円
の
達
成
に
還
元
す
る『
電
池
to
電
池』
の
ク
ロ
機
械・
設
備
の
再
資
源
化
を
我
々

て
い
る。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

討
し
始
め
た。
資
源
循
環
率
と
温
向
け、
他
に
も
新
規
事
業
の
芽
を
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
を
構
築
し
た
い。
が
行
い、
再
利
用
で
き
る
も
の
は

る
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
で、
世
界
で

皿

例
が
少
な
い
廃
ゴ
ム
の
M
R
も
実

圃

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
ト
レ
ー
ス
見
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ」

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
視
野
に
入
S
M
T
P
の
子
会
社
の
日
本
機
械

皿

ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
有
価
物
を、

し
て
デ
ー
タ
を
管
理。
『
ス
コ
ー

1
L
I
B
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
る。
L
I
B
リ
サ
イ
ク
ル
は、
ア
リ
ー
ス
販
売
が
取
り
扱
う。
金
融

現
で
き
そ
う
だ」

閂

全
国
を
網
羅
す
る
形
で、
新
し
い

皿

視
点
で
集
荷
で
き
る
仕
組
み
づ
く

プ
3』
の
C
O2
低
減
に
寄
与
す

へ
の
投
資
が
積
掘
的
だ。

ジ
ア
で
は
韓
国
や
中
国
が
先
行
し
機
関
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
に
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リアルと共同で

リサイクル技術の開発加速

直
人）




